
現代科学の解説書

「サイエンス・パラダイム
の潮流」

「現代における科学の状況

はどうなっているのだろうか。」

序章の冒頭の一節であるが、

この問いに対して8人の知識

人が新たなサイエンスの展開

を解説している。本書は、メ

ディアスケープフォーラムのサ

イエンスパラダイムの記録を再

構成したものである。

野路啓一氏の第1章「思想

としての科学」では、近代の

科学が当初の科学とかけ離れ

ていったことを再認識させてく

れる。第2章「生命と人工生

命の間」では、佐倉統氏が人

工生命について紹介してい

る。その中で、鳥の集団の飛

行をコンピュータで再現する

BOID（鳥もどきを意味する合

成語）がジュラシックパーク

やライオンキングなどの映画の

シーンで使われているプログラ

ムに取り入れられ、実際の鳥

の集団の複雑な行動形態をう

まく再現しているという。あ

らためて映画を見直して確認

してみたい。第6章「人間の

情報処理」（安西祐一郎氏）

も興味深い。人間がいか

にスキルを習得するか

とか、デザインの分かり

やすさを決めるものという

見出しが続く。単に2次元

表示から3次元表示にすれば

分かりやすさが増すわけでは

ないことは、Mac OS8を使っ

たときに感じられたが、その

ことがここにも書かれている。

認知科学と呼ばれるなじみが

薄い分野が、どんなに楽しい

ものなのかということを教えて

くれるだろう。

「秋葉原バックギャモン」

学生時代にマイクロコンピュータが

出現し、社会に出た頃にパーソナル

コンピュータが現れた。そんな時代に

秋葉原の販売員として過ごした著者

が、その頃を面白おかしく描いている。

70年代後半から80年代にかけて、

オーディオ、家電製品を扱っていた多

くの秋葉原の電器店が、パソコンを扱

い始めた頃の話は面白い。登場人物

は仮名になっているが、かなりリアル

である。

というのも、私は実際に学生の頃、

本書に出てくる猫獅子電気のすぐ近

くで、とある電器店がパソコン販売

に進出したときにアルバイトを

やっていたことがある。

もちろん、多分に誇

張はあるが、

大まかな

ところでうなずける状況を経験してい

る。まさしくこれは、オーディオマニ

アのテーマパーク、パソコンフリーク

の聖地、秋葉原の舞台裏を描いた本

なのだ。

オーディオ売り場のマニアックな店

員さんやノルマにあくせくし周りの同

僚にも敵意のオーラを振りまく店員、

軽いノリしたメーカーからのヘルパー

さんと、さまざまな人間が顧客と駆

け引きを繰り広げる。変な店員がい

れば理不尽な客もいて、ストレスも

溜まる。そして、精神的に傷ついた

り、人間関係に疲れて去っていく者

も多い。

そんな秋葉原を知ることができ

る。この本を見て、店員に優し

くなれるか、もっと値切る方

法を見出すかは読者次第

である。

パソコン販売初期の秋葉原舞台裏

コンピュータ時代と科学の進展
菊地宏明 ●Hiroaki Kikuchi

「プラトン学園」

インターネットの3Dチャット

システムなどは、架空都市の中

を利用者の感情移入するキャラ

クターが歩き回ったり、誰かと

会話を交わしたりするもので、

のめり込むとインターネット上

の仮想空間に迷い込んだ感じ

である。SF映画「トータルリコ

ール」では現実と記憶が混濁し

て判別が付かなくなった状況を

スリリングに描いていた。もし、

コンピュータの仮想世界と現実

の区別が付かなくなった

らどうなるのだろう

か。そんな状

況を学園

サスペンスに取り入れた小説が

本書だ。この小説で使われるパ

ソコン通信での仮想世界「プ

ラトン学園」は主人公の教師の

勤める学校であり、そこでの出

来事と仮想世界での出来事が

次第に入り混じって、読者を混

乱させていく。このような多分

に作者が意図した効果により、

これは現実か、パソコンの中で

の出来事かと、我々は主人公

とともに虚実入り混じった世界

を漂うことになる。謎の人物や

渦巻く陰謀、うごめく怪しげな

組織といった要素が盛り込ま

れ、混乱のままクライマックス

へと向かう。バーチャルな世界

に没入する者なら、よりこの

サスペンスを実感できるだ

ろう。これで、「プラトン

学園」のロールプレ

イングゲームでもあ

れば、読者が主

人公に成り代わって

しまいそうでゾッとする。

バーチャル世界が舞台の学園サスペンス

奥泉光著
講談社発行
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「Webデザイン入門編」

リンダ・ワインマンは言わずと

知れたプロフェッショナルのビジュ

アルデザイナーである。彼女が、

基本的なウェブページのビジュアル

デザインの入門書を書いている。

この本が優れた本であることは目

次を見れば分かっていただけるは

ずだ。小さく軽いグラフィックス

を作る、パレットカラーを究める、

16進数を究める、ウェブのための

スキャニングテクニック、ウェブの

文字デザインと、基本的ではある

が、通常の入門書では簡単に解

説しがちで曖昧のまま理解したつ

もりでいる内容が盛り込まれてい

る。しかし、その内容は、静止画

像の代表的な形式のJPEGとGIF

はどう使い分けるか。マシンや

WWWブラウザーによって異なる

カラーパレットに左右されずに、

どのWWWブラウザーでも変わら

ない色使いをする方法など、プロ

の仕事をするためのテクニックを伝

授している。常にWWWブラウザ

ーの利用者を考え、ビジュアルデ

ザイナーのイメージを変えることな

く伝える方法を示す姿勢はさすが

である。アマチュアウェブデザイ

ナーが参考にしても、すぐにすば

らしい結果を生む実践的な内容で

あり、プロを目指す方は、ぜひとも

プロの仕事とはこんなものなのだ

と知って欲しい。もちろん、ウェブ

ページの発注を依頼する企業の担

当者なら、頼んだ仕事がプロのレ

ベルにあるかどうかを見

極める参考にもなるで

あろう。

リンダ・ワインマン著
エムディエヌコーポレーション発行

インプレス販売発売
294ページ

本体4700円＋税
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すべてのウェブ制作者必携！

「ドグバートの極秘
マネジメントハンドブック」

日本では月刊MacPowerに連

載される人気コミック「ディルバ

ート」の毒舌犬ドグバートが指南

する、マネージャーのためのハン

ドブック。テクノロジーを駆使し、

世界征服を狙う驚異の犬ドグバ

ートがマネージメントについて詳

しく解説した本であるが、もちろ

んビジネス本ではない。とはいえ、

世界征服を狙う、または部下を

掌握し、大いにただ働きをさせた

いと思う管理職にとってはバイブ

ルである……かもしれない。毒の

ある文章にコミックを織り交ぜ、

管理職を風刺する。会社を舞台

としたコミックは、ディルバート

や同僚、ツノ頭のボス（まさしく

上司）が中心で、ドグバートの

出番は少ない。しかし、その分、

ドグバートは本文で本領を

発揮している。鋭い切り

口で管理手法を説明

されると、会社の上

司が実際にこの

本を読んで行

動しているので

はないかと疑いたく

なる。解説される上司の

意味不明な行動は、どんな会

社でも日常に見られる風景であ

るからだ。

この本は96年10月に原著が

発行されているが、そのころから

上司の性格が変わったのなら、

彼はすでに原書を読んでいるだ

ろう。今年の夏頃からなら、翻

訳された本書を読んだかもしれ

ない。本屋で、上司がこの本を

手にしていたら気を付けよう。も

しそうなったら、部下はこの本

で対策を練るのが上策だろう。

理想的「管理職」のバイブル

スコット・アダムス著／山崎理仁訳
アスキー発行
214ページ
本体1600円＋税
ISBN 4-7561-1295-1

「パソコンボランティア」

パソコンボランティアという言

葉を初めて聞いた。パソコンとボ

ランティアがどうも結び付かなか

ったのだ。

一方、以前から、ハンディキャ

ッパーの人々がパソコンを活用

して社会参加を果たしていること

は耳にしていた。手先が利かない

方が、顎や鼻、口を使ってパソコ

ンを操作したり、盲目の方が

音声合成装置を使って、

ディスプレイなしに

パソコンを使い

こなしたりする記

事などを何度か読

んでいた。

よく考えてみれば、誰

も、はなからそんなことが

できるわけがないはずで、

健常者が協力して、おのおの

のハンディキャッパーの方に合っ

た適切な方法でパソコンを操作

できるように作り上げたというこ

とが分かる。

そんなときに、介助を手伝う仕

事がパソコンボランティアのよう

だ。本書では、パソコンボランテ

ィアとは何か、どんなことをする

のかを現場の人々が語っている。

パソコンを操作する能力を持つ

人が、助けを求めている人にその

能力を分けてあげている。しか

も、その能力を必要としている方が

実は多いのである。あなたが簡単

に設定できたかもしれないイン

ターネットのダイアルアップ接続

を目をつぶってできるだろうか。健

常者ならたやすい操作でも、難

しい人がいることを理解したい。

そして、自分たちにできる範囲

で手を差しのべよう。その力でハ

ンディキャッパーの社会参加が

可能になることもあるという事実

を本書は教えてくれている。

JDプロジェクト編
日本評論社発行

204ページ
本体1700円＋税
ISBN 4-535-56046-3

パソコンで社会復帰を手助けする
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